
ラジオ

もうすぐ９月 1日、防災の日ですが、皆
さんは日頃から非常用持出品を準備してお
られるでしょうか。
非常用持出品としてまずあげられるの
が、水、食料品とならんで、懐中電灯、ラ
ジオあたりではないでしょうか。
図１はラジオ受信機の国内出荷数量の推
移をグラフにしたものです。
これまで減少傾向が続いていましたが、
平成 23 年に大きく増加しています。これ
は東日本大震災後に需要が急増したためと思われます。

次に輸入量を見てみましょう。図２は
ポータブルラジオの輸入量の推移を表した
ものです。こちらも出荷数量と同じく 23
年に急増していることがわかります。
さて、今度は放送局数について見てみま
しょう。総務省の情報通信白書によると、
ＦＭ放送のうちのコミュニティ放送局が
年々増加しています（図３）。コミュニティ
放送局は、放送エリアが限定されているた
め、地域に密着した情報を提供できること

が特徴で、災害時にもきめ細かな情報提供が期待されています。
災害時の情報伝達手段として注目されているラジオですが、何かをしながら聴くことができる、映
像がない分イメージをふくらませやすい等
といったテレビにはない特徴があります。
また、最近は、ラジオがなくても、パソ
コンやスマートフォンからも聴くことがで
きるようになっています。
普段はテレビ派の方も、たまにはテレビ
を消してラジオを聴いてみると、また気分
が変わってよいのではないでしょうか。

１階：エントランス

２階：総合展示室　
　　　＜京の歴史＞の迫力ある大画面映像（絵巻回廊）

３階：フィルムシアター

図１　ラジオ受信機の国内出荷数量

図２　ポータブルラジオ輸入量

図３　コミュニティ放送局事業者数
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資料：㈳電子情報技術産業協会、財務省「貿易統計」
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資料：㈳電子情報技術産業協会「民生用電子機器国内出荷統計」
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